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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ３ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 7 年 2 月 2 5 日 ( 2 0 2 5 . 2 . 2 5 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 3 - 1 6 4 1 5 5 ( P 2 0 2 3 - 1 6 4 1 5 5 A )
【 公 開 日 】 令 和 5 年 1 1 月 1 0 日 ( 2 0 2 3 . 1 1 . 1 0 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 3 - 2 1 2
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 7 5 5 0 9 ( P 2 0 2 2 - 7 5 5 0 9 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ ６ Ｎ 2 0 / 0 0 ( 2 0 1 9 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ ６ Ｎ 2 0 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 7 年 2 月 1 4 日 ( 2 0 2 5 . 2 . 1 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 ス テ ッ プ s ９ ０ ３ ： 機 械 学 習 モ デ ル 処 理 部 １ ０ ５ ０ が 、 評 価 結 果 １ ０ １ ７ を 用 い て 誤 差  
関 数 を 計 算 し 、 モ デ ル を 更 新 す る 。 例 え ば 、 一 般 的 な Q 学 習 の 枠 組 み で は 、 遷 移 前 時 間 ス  
テ ッ プ を t 、 遷 移 後 を t + 1 、 報 酬 を R t + 1 、 学 習 率 を γ 、 遷 移 前 状 態 を s t 、 遷 移 後 状 態 を s t  
+ 1 、 計 画 を a t 、 次 の 時 間 ス テ ッ プ の 計 画 を a t + 1 、 Q 値 を Q と す る と 、 誤 差 関 数 は 以 下 の よ  
う に 表 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 こ こ で 、 Q E X は ス テ ッ プ s ９ ０ ２ で 計 算 し た Q 値 で あ り 、 Q E X _ t a r g e t は 、 次 の 時 間 ス テ  
ッ プ に お け る 状 態 s t + 1 と 、 そ れ を 入 力 と し て 計 画 生 成 エ ー ジ ェ ン ト １ ０ １ １ が 出 力 す る  
計 画 a t + 1 に つ い て 評 価 さ れ た Q 値 で あ る 。 な お 、 一 般 的 な Q 学 習 で は 学 習 安 定 化 を 目 的 と  
し て 、 Q E X _ t a r g e t の 評 価 は 、 ス テ ッ プ s ９ ０ ２ で 用 い た モ デ ル が 更 新 さ れ る １ つ 前 の 期  
待 値 評 価 モ デ ル １ ０ ２ ０ で あ る タ ー ゲ ッ ト ネ ッ ト ワ ー ク と 呼 ば れ る も の を 用 い る 。 学 習 率  
γ は 、 環 境 デ ー タ １ ０ １ ２ に 含 め て 指 定 す る 機 械 学 習 用 の パ ラ メ ー タ で あ る 。
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